
 

 

 

 

 

 

 

 

第２回学校運営協議会が開催されました 
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため５月から延期になっていた。「令和２年 第２回稲越小

学校 学校運営協議会」が開催されました。本校は、コミュニティ・スクールとなり３年目を迎えま

した。新しい学校生活様式の中となりますが、本年度も学校教育目標「かしこく、優しく、ねばり強

く～家庭・地域と共にある学校～」を目指し、家庭・地域と一体となって特色のある学校づくりを進

めていきます。 

第１回学校運営協議会は臨時休校時であったことから議事の内容（学校経営方針・会長、副会長の

選出）は書面確認での承認といたしました。   

今回の第２回目は三密にならないように会場を大会議室とし、フィジカルディスタンスを保ち、

会議を行いました。はじめに、佐々木孝子校長より本年度の「学校経営方針」についての丁寧に説明

をいただきました。「生きる力」（知・徳・体）の育成とともに特別支援教育の充実、信頼される学校

づくり、安心・安全な学校づくり、そして、コロナに負けない学校づくりということで「新しい生活

様式を参考にしたガイドラインに基づき、学校・児童の実態に合わせ、工夫した取り組みを行うとい

うお話がありました。また、教頭からは６月上旬に行った児童・保護者アンケートの結果についての

説明がありました。臨時休校中は、多くの保護者の方に学習面・生活面でもがんばっていただけたこ

と。不安なこととして、学習・友人関係が多く上げられており、その対策として学校の取り組みにつ

いての話がありました。 

委員の方からは、住居表示が変わるこ

と。自治会の方々の努力で、今年稲越町に

信号機が設置されること。国分高校脇の

道路の拡張工事があることの情報提供を

いただきました。また、楽遊会の方の登校

指導へ協力をしてくださる話もありまし

た。質問として「学習活動の時数の確保に

ついて」「本校で新型コロナ感染になった

際の情報提供」についてなどがあり、校長

より時数については教育課程の工夫での

対応すること。また、感染の際の人権擁護

のを第一に教育委員会・関係機関と相談

して対応することの説明がありました。   

稲越小は今年４０周年の記念の年と

なります。本年度も本校教育活動へのご

協力・ご支援をお願いいたします。         
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稲越小学校運営協議会委員の方々 

 委 員 区 分 委 員 氏 名 

１ 対象学校に係る地域住民（１号） 服部 英信 

２ 対象学校に係る地域住民（１号） 鈴木 隆一 

３ 対象学校に係る保護者（２号）   池口 香織 

４ 対象学校に係る保護者（２号） 森崎 ゆかり 

５ 対象学校の運営に資する活動

を行う者（３号） 

松山 玲子 

６ 学識経験を有する者（４号） 松村 学 

７ 学識経験を有する者（４号） 土屋 敏幸 

８ 学識経験を有する者（４号） 大根田かづ子 

９ 対象学校の校長（５号） 佐々木孝子 

１０ 対象学校の教職員（６号） 大津 幸夫 

１１ 対象学校の教職員（６号）   須賀 伸吾 

       
※今後も会議の報告を行っていきます。 


